
XX線自由電子レーザー計画の今後の予定線自由電子レーザー計画の今後の予定

・アンジュレータ、ビームラインの契約・整備・アンジュレータ、ビームラインの契約・整備

((平成平成2020年度～平成年度～平成2222年度）年度）

・利用実験・研究棟の建設・利用実験・研究棟の建設

((平成平成2020年度～平成年度～平成2222年度）年度）

・平成・平成2222年度中のレーザー発振年度中のレーザー発振
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参考資料
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欧州
DESY：Deutsches Elektronen-

Synchrotron
(ドイツ電子シンクロトロン研究所)

European X-ray Free Electron Laser

日本

理化学研究所

＆

高輝度光科学研究センター

米国
SLAC：Stanford Linear 

Accelerator Center
(スタンフォード大学

線形加速器研究センター)
LCLS: Liniac Coherent Light Source

全長 約3.3km

加速エネ
ルギー

10～20GeV 8GeV
(低エネルギーでも発振)

14GeV

0.085nm

9.08億ユーロ(約1,500億円)

2013年

特徴 EU等13ヶ国共同プロジェクト

プロトタイプ機にて、波長13nmの

レーザー発振に成功

世界最高性能を

世界に先駆けて実現

第３世代大型放射光施設とX線レー

ザー施設が共存する世界唯一の放
射光研究拠点

約0.7km(最もコンパクト)

DOEの研究施設整備計画において
プライオリティ第3位

既存施設の活用により、3億ドル以

上を節減

約4km(約2kmは既存施設)

0.15nm

6.15億ドル以上(約756億円)

2009～2010年

発振波長 0.06nm(最も短い)

総コスト 369億円

(コストパフォーマンス最高)
運転開始 2010年

米国カリフォルニア州ドイツ・ハンブルグ

世界における世界におけるXFELXFEL開発計画開発計画
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XX線自由電子レーザー開発・建設体制線自由電子レーザー開発・建設体制
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理 研

加速器建設
グループ
熊谷ＧＤ

北村副GD,新
竹副GD

坂田 本部長
壽榮松 副本部長、熊谷 副本部長、

大野副本部長

安全性評価委員会

理事長

JASRI

XFEL推進合同チーム

企画調整
グループ
木田ＧＤ

理研組織 JASRI組織
参画 参画

安全設計
グループ
浅野ＧＤ

推進本部会議

国際アドバイザー会議

利用グループ

石川ＧＤ

制御系建設
グループ

田中（良）ＧＤ

加速器研究
開発グループ

新竹ＧＤ

プロジェクトリーダー 石川ＰＬ

先行機運転
グループ

田中（均）ＧＤ

オプティックス
田中（均）

電磁石
原

入射部
花木

建設
大島

真空
福井

タイミング・高周
波
大竹

機器制御
備前

アライメント
田中（均）

ビーム診断
大竹

光源
田中（隆）

主加速部
新竹

全体工程
管理
辻

理事長

SPring-8運営会議

ＳＣＣＣ試験加速器運転利用委員会

XFEL計画合同推進本部


